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 貸し出す時は天文機器資料館に展示していたものだが、2年を経ると国立天文台も進化し

ており、天文機器資料館の整備も進み、また太陽塔望遠鏡の整備も進めており、太陽塔望

遠鏡の半地下の分光室もかなり広い面積を持っているので、この分光室に国立天文台に残

っている分光器の類を集め、分光器資料館を目指しているので、この透過型対物グレーテ

ィングは、太陽塔望遠鏡の分光室に展示した。 

 国立天文情報センターでは 6月から、今まで中に入れなかった太陽塔望遠鏡棟、天文機

器資料館にも入って見学していただくガイドツアーを始める。その展示の一つとして見て

もらえる。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 


